
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
株式会社奈良教弘 
奈良市二条大路南 
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年
金
セ
ミ
ナ
ー 

 

厚
生
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
年
金
知
識
提
供
と

理
解
、
今
後
の
生
活
設
計
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
様
々
な
情
報
提
供
を
目
的
と
す
る
。
特
に
若

年
教
員(

３５

歳
位
ま
で)

を
対
象
と
す
る
。 

        

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
学
校
担
当
者

も
し
く
は
、
奈
良
教
弘
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
奈
良
教
弘

（0742-3
5-3317

）
ま
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奈
良
教
弘
社
会
貢
献
事
業
！ 

  

奈
良
教
弘
は
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
の
「
な

ら
の
教
育
応
援
隊
」
に
登
録
さ
れ
た
団
体
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。 

 

自
転
車
安
全
運
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
出
前
講
座 

 

児
童
生
徒
が
、
自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

だ
け
で
な
く
、
自
転
車
事
故
の
現
状
や
自
転
車

事
故
で
の
賠
償
問
題
な
ど
を
知
る
こ
と
で
、
自

転
車
の
運
転
に
は
責
任
が
伴
う
こ
と
を
理
解

し
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る
意
識
の
向

上
を
図
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。 

        

金
融
教
育 

 

生
徒
が
、
お
金
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
た

う
え
で
、
お
金
の
使
い
方
に
関
し
て
健
全
に
判

断
で
き
、
お
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
将
来
、
経
済

的
に
自
立
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
る
力
を
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

        

大
人
の
た
め
の
金
融
教
育 

 

公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
年
金
に
関
す
る

基
礎
知
識
と
今
後
の
生
活
設
計
（
資
産
形
成
・

相
続
等
）
に
つ
い
て
考
え
る
。 

      

 （株） 奈良教弘   第 17号発行令和７年７月吉日 

 

目
指
そ
う
三
連
覇
！
学
校
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

今
年
も
６
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
度
学
校
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま

っ
た
。
令
和
５
年
度
応
募
率
八
七
．
七
％
全
国
一
位
学
校
賞
５
校
、
令
和
六

年
度
応
募
率
百
％
全
国
一
位 

学
校
賞
１９

校
。
今
年
は
、
管 

理
職
に
加
え
て
事
務
職
員
の
応 

募
が
可
能
に
な
り
、
学
校
賞
の 

数
も
２
倍
に
な
っ
た
。
昨
年
以 

上
の
学
校
賞
を
い
た
だ
く
た
め 

に
は
、
応
募
率
百
％
を
維
持
し 

た
う
え
で
さ
ら
に
応
募
数
を
増 

や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

奈
良
県
に
数
多
く
の
学
校
賞
を 

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊公益財団法人日本教育公務員弘済会の教育振興事業（奨学金事業・教育助成金事業・教育文化事業）及び福祉事

業は、教弘保険の契約者配当金により運営されており、日本教育界に貢献しています。 

ま
な
び
や
SP

制
度
変
更 

 

従
来
の
「
教
弘
ま
な
び
や
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、

「
教
職
員
賠
償
責
任
保
険
」
と
「
団
体
総
合
生
活
保

険
」
の
一
体
型
と
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
２
０
２
５
年
８
月
１
日
始
期
契
約
か
ら
、

「
教
職
員
賠
償
責
任
保
険
」
と
「
団
体
総
合
生
活
保

険
」
の
各
々
単
独
で
の
販
売
と
な
り
、Web

で
の
更

新
手
続
き
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
「
教
職
員
賠
償
責

任
保
険
」
は
、
団
体
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
よ
る
手
続
き
、
「
団
体
総
合
生
活
保
険
」
は

e-

CHOICE

に
よ
る
手
続
き
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
移

行
初
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
契
約
内
容
に
変
更
が

な
い
場
合
も
、
必
ず
お
手
続
が
必
要
で
す
。
奈
良
教

弘
か
ら
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
案
内
を
も
と
に
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。 

商
品
名
に
つ
い
て
も 

●
教
弘
ま
な
び
や
【
教
職
員
賠
償
責
任
保
険
】 

●
教
弘
ま
な
び
や
【
団
体
総
合
生
活
保
険
】 

と
な
り
ま
す
。 

 

＊
お
手
続
き
等
で
不
明
な
点
は
、
奈
良
教
弘(0742

-

35-3317)

ま
で 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
転
車
安
全
運
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
出
前
講
座 

 
 

 
 

 
奈
良
市
立
二
名
中
学
校(

５
月
１
日)

 
 

 

香
芝
市
立
志
都
美
小
学
校(

５
月
２０

日)
 

 
 

香
芝
市
立
香
芝
中
学
校(

６
月
３
日)

 
 

香
芝
中
学
校
で
の
様
子
を
紹
介
す
る
。 

一
年
生
を
対
象
に
東
京
海
上
日
動
火
災
の
井
口
尚
美
さ
ん
、

大
西
真
央
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
奈
良
市
立
一
条
高
等
学
校

演
劇
部
が
演
じ
た
自
転
車
事
故
の
高
額
賠
償
事
例
の
動
画
を

視
聴
し
、
安
全
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
自
転

車
の
交
通
違
反
に
対
す
る
罰
金
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
が

あ
っ
た
。 

講
義
を
受
け
た
生
徒
は
、
「
人
の
人
生
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う

の
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
交
通
安
全
を
し
っ
か
り
意
識
し
て
自
転
車
に
乗
る
前
に 

 
 
 

し
っ
か
り
点
検
し
よ
う
と
思
い 

ま
す
。
」
、
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
講
義
で 

自
転
車
が
ど
れ
だ
け
危
な
い
か 

に
つ
い
て
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
夜
間
に
は
必

ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
安
全
確
認
を

し
な
が
ら
慎
重
に
乗
り
た
い
で

す
。
夜
間
に
限
ら
ず
、
常
日
頃
か

ら
周
り
に
は
気
を
つ
け
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
」「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
本
当

に
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
い
つ
自 

分
が
加
害
者
・
被
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
気
を
つ

け
よ
う
と
思
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
１６

歳
未
満
の
自
転
車
の
違
反
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の

か
。
」
、
「
過
去
の
損
害
賠 

償
で
一
番
高
額
な
の
は
ど
れ
く 

ら
い
で
す
か
。
」
、
「
自
転
車 

事
故
は
年
間
ど
れ
く
ら
い
起
き 

て
い
ま
す
か
。
」
、
「
も
し
自 

分
が
加
害
者
に
な
っ
て
多
額
な 

賠
償
金
を
払
え
な
い
場
合
は
ど 

う
な
り
ま
す
か
。
」
な
ど
の
質 

問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ 

い
た
。 

 
 

（
村
田 

貴
） 

教
弘
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
！！ 

  

令
和
８
年
奈
良
教
弘
は
７０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
奈
良
教
弘
の
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
学
校

園
、
教
職
員
の
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
と
更
な
る
「
公
益
」
と

「
共
済
」
の
輪
を
拡
げ
る
た
め
教
弘
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

て
い
る
。
登
録
い
た
だ
い
た
先
着
二
百
名
に
一
筆
箋
と
ス
マ

ホ
ス
タ
ン
ド
を
お
届
け
。(

残
り
わ
ず
か) 

登
録
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。 

 

奈
良
百
景 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

Ｊ
Ｒ
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線
「
櫟
本
駅
」
で
す
。 

櫟
本
駅
は
私
の
母
校(

奈
良
県
立
添
上
高
等
学
校)

の

最
寄
り
駅
で
す
。
も
う
５０

年
近
く
前
に
な
り
ま
す
が
、

木
造
の
駅
舎
と
石
積
み
の
階
段
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
無
人
駅
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
駅
の
周
辺
に
は
、

高
校
生
相
手
の
タ
コ
焼
き
屋
や
百
円
ラ
ー
メ
ン
屋
さ

ん
な
ど
数
軒
あ
り
ま
し
た
が
お
店
は
無
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
一
時
間
に
一
本
の
列
車
の
待
ち
時
間
に
部
活

終
わ
り
の
空
腹
を
み
た
し
た
も
の
で
す
。 

駅
の
周
辺
に
は
、
古
い
町
並
み
が
残
り
和
邇
下
神
社
が

鎮
座
さ
れ
ま
す
。
古
代
豪
族
の
和
邇
氏
の
本
拠
地
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

想
い
出
の
多
い
場
所
が
変
わ
ら
な
い
の
は
嬉
し
い
も

の
で
す
。 

(

大
山
浩
史)

 

 
 

 
 

 
名 

前
：
藤
田 

菜
摘 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
フ
ジ
タ 

ナ
ツ
ミ
） 

 
 
 
 

 
 

経 
歴
：
関
西
外
国
語
大
学
卒
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
般
企
業
を
経
て
現
職 

 
 

 
 

 
 

 

担
当
校
：
若
草
こ
ど
も
園
・
あ
す
か
野
小
学
校 

・
鼓
阪
小
学
校 

鹿
ノ
台
小
学
校 

・
鹿
ノ
台
中
学
校
・
平
城
中
学
校 

・
郡
山
高
等
学
校 

<

担
当
校
の
み
な
さ
ま
へ>

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

尊
敬
す
る
職
業
で
あ
る
先
生
方
の
お 

役
に
立
て
る
仕
事
が
で
き
て
と
て
も
嬉 

し
い
で
す
。
会
っ
た
ら
笑
顔
に
な
れ
る
、 

信
頼
で
き
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
コ
ン
サ
ル 

タ
ン
ト
を
目
指
し
て
全
身
全
霊
で
頑
張 

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

新
人
紹
介 

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命 

奈
良
第
一
営
業
所 

学
校
担
当
Ｌ
Ｃ 

 


